
郷土の誇り

勝頼が織田

善光寺、大

その間わ

武田氏減

終焉の道をたどります。

lこ追われ確固(北条婦人)と

刀の地・天目山までの道筋をたどり、思いを馳せます。

9日間と言われています。普段何気なく通り過ぎて

足跡が残っており、新しい発見があることでしょう

山梨の誇り、武田氏を知る良い機会となるはずです。



醗開聞ケ崎館……信玄の父信虎によって築かれた居館 勝頼が新府城

を築き移転するまで武田氏3代が60年あまり本拠地

として使用していた。

闇武田八幡宮……嵯峨天皇の勅命により武田王の詞廟を遷座し、同時
に九州宇佐宮を合記し創建された古社。

醒新府城…………武田氏最後の城。武田勝頼が築いた戦国時代末期の
城郭跡。

鰯涙の森史跡……織田・徳川連合軍に追い詰められた勝頼が、天目山
に逃げる途中、炎に包まれた城を振り返りながら涙
にくれた地。

蘭甲斐善光寺……川中島の合戦が長弓看くことを恐れ、ご本尊をはじめ
鐘楼や仏具を移した寺。

闘差出の磯………笛吹川万力公園の北東部、見川、弟川の南側に位置
している岩山と河川。

躍大善吉…………勝頼が新府職を捨て、若殿城に向かう途中に宿泊し、
戦勝を祈願した寺。

繭天目山栖雲寺…武田氏滅亡の地。
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